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研究成果の概要（和文）：南関東には上部新生界の前弧海盆堆積物が広く分布し，海底地すべり堆積物が挟在す
る．これらを形成した海底地すべりと前弧海盆に不整合を形成した構造運動や堆積作用の関係に注目して，海底
地すべり堆積物の層位，側方分布，内部構造，岩体に含まれるテフラ層や石灰質ナノ化石群集を検討した．その
結果，地表や地下で不整合と推定された層準とそれ以外の層準で海底地すべり堆積物が確認され，それらの分
布、年代、浸食・堆積過程が明らかとなった．深層型の海底地すべりが厚い泥質堆積物の形成と関係しているこ
とや，テフラ層がすべり面の位置の制約に影響したことなどが明らかとなった．

研究成果の概要（英文）：Mass-transport deposit (MTD)s in the upper Cenozoic forearc basin fills in 
the Southern Kanto area, central Japan, were examined to understand relationship between submarine 
landslides and tectonic/sedimentation processes resulting in unconformity. MTDs are intercalated not
 only on the unconformity but also in the other horizons. Based on stratigraphic position, lateral 
distribution, internal structure, tephra beds and calcareous nannofossil in MTDs, the formation ages
 and erosion/deposition processes were clarified.　Deep-seated submarine landslides would have 
occurred after formation of thick muddy deposits. In addition, tephra bed would make a significant 
role in preferential formation of slide plane.

研究分野：地質学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
海底地すべりは陸上のものと比べ大規模で，油ガス田などの海上設備の破壊や津波を引き起こすことから，社会
経済に少なからぬ打撃を与える．その直接的な発生要因と共に，長期的な条件として土砂の堆積速度や構造運動
による斜面傾動の影響が重要視されている．南関東の前弧海盆堆積物は第四紀の高精度な年代指標を用いて不整
合や海底地すべりの形成年代を制約出来ることに加えて，こうした長期的な発生要因を理解するための地質学的
検討が可能である．研究の結果，海底地すべりの特徴や海盆発達との関係を地質学的証拠に基づいて理解し，活
動的な前弧域における海底斜面の長期的な安定性を理解する上で意義ある成果が得られた．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 
海底地すべりは陸上の地すべりと比べ大規模で，油ガス田などの海上設備の破壊や津波を引
き起こすことから，社会経済に少なからぬ打撃を与える．海底地すべりの長期的な要因としては
土砂の堆積速度や地震の頻度，断層活動による斜面傾動などが重要視されている． 
南関東の基盤は後期新生代の前弧海盆堆積物から成り，その中には海底地すべり堆積物が挟
在する．陸上に露出した海底地すべり堆積物は内部構造の観察が可能であるほか，テフラ鍵層や
生層準などの時間面を用いて形成年代の推定が可能である．そのため，海底地すべりの特徴と年
代を調査し，地質学的な時間スケールの堆積速度の変化や構造運動，不整合の形成との関係を明
らかにすることで，活動的な前弧域における海底斜面の長期的な安定性を理解する上で重要な
知見が得られると期待される． 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は，南関東に分布する新生代の地層に記録された大規模な海底地すべりと，海盆
の発達過程の関係を理解することにある．具体的には，１）陸上と地下における層序を高精度化
し，海底地すべり堆積物の層位や年代を明らかにすること，２）海底地すべり堆積物の内部構造，
水平方向への広がりあるいは岩体の起源からその形成過程を明らかにすることによって，３）堆
積速度の上昇や構造運動など堆積盆発達との前後関係を考察する． 
 
３．研究の方法 
 
（１）陸上と地下における層序の高精度化 
陸上に露出する海底地すべり堆積物の年代を高い精度でもとめるために，房総半島等の前弧
海盆堆積物の露頭において，時間面として有効なテフラ層を記載し，層序を構築する．テフラ対
比の裏付けのため，火山ガラスの屈折率測定や主要・微量元素組成分析を行う．防災科学技術研
究所が管理する大深度ボーリングコアから微化石試料およびテフラ試料を採取し，上記観察・分
析を行うことで地下と地上の層序対比を行い，既存研究もふまえて堆積盆の地質構造を把握す
る．また，大深度コアにおける不整合の年代とコア深度は，化石帯の欠如によって認定する．化
石帯の欠如が認められない場合は，明らかな堆積速度の低下と，地震波探査断面における不整合
の形態から総合的に解釈して，不整合の深度と年代を推定する． 
 
（２）海底地すべり堆積物の形成過程 
海底地すべり堆積物の内部構造を野外でのスケッチを基に記載する．海底地すべりの形成年
代と岩体の起源の推定にはテフラ層と石灰質ナノ化石を用いる．石灰質ナノ化石は海洋性微細
藻類である円石藻などの化石であり，地層の堆積年代の推定に有効である．本研究で対象とする
年代範囲には，約 10 万～30 万年の間隔で種の出現や絶滅などの生層序イベントが知られてお
り，これらを用いて高精度な年代推定を行う．またこれらの手法により海底地すべり堆積物を構
成する岩体の起源層準を求め，内部構造をふまえて形成過程を明らかにする． 
 
（３）海底地すべりと堆積盆発達との関係性 
上記の年代層序と海底地すべり堆積物の形成過程に基づいて，堆積速度の変化や構造運動と
海底地すべりの前後関係から関係性の有無を検証するとともに，今後の研究に向けた課題抽出
を行う． 
 
４．研究成果 
 
（１）陸上と地下における層序の高精度化 
 これまでテフラ層序の検討が限られていた上総層群
中下部が露出する複数のセクションで，従来対比や上
下関係に問題があった広域テフラの層位を明確にした
ほか，未報告であったガラス質テフラ層をカタログ化
して国内誌に報告した（論文①，論文②）．また今回，
防災科研の千葉地殻活動観測井の深度 2000 m から黄和
田層 Kd48 に対比されるテフラ層を見出すことが出来，
国内誌に掲載予定である（論文③）． 
テフラ層序の進展により海底地すべり堆積物の層位
や年代，側方分布が明らかとなった（図１）．また地表
と地下に想定される不整合の層位を制約すること出来
た．堆積盆発達史や地域間の古環境変遷を明らかにす
るための研究をさらに進めるためには，微化石や古地
磁気，放射年代などの堆積年代の高精度化や，応力場
解析による構造運動の復元を行なう必要がある． 

図１．房総半島東部の前弧海盆堆積物に 
おける海底地すべり堆積物の分布 



 
（２）海底地すべり堆積物の形成過程と年代 
 房総半島の上総層群に挟在し，露頭で水平距離 10 km 以上に亘って追跡可能な海底地すべり
堆積物について，岩体の変形様式とテフラあるいは微化石の検討を行った結果，多数の海底地す
べり堆積物が確認された（図１）．地表や地下で不整合と推定された層準付近からも海底地すべ
り堆積物が確認された．それら海底地すべりの様式，岩体の配列様式及び岩体の起源に基づいて，
泥質砂岩と円礫から成る基質に数 m程度の岩体を含むもの，長さ数 10 m 以上の砂岩泥岩互層の
岩体から成るもの，ランプ-フラット構造が顕著なものの 3つの類型に区分された（論文④）．ま
た，このうちランプ-フラット構造が顕著なものは，粗粒火山灰～火山礫から成るテフラ層の存
在がすべり面の位置に重要な役割を果たしていることが明らかとなった（図２，論文⑤）． 

また，長さ数 10 m 以上の砂岩泥岩互層の岩体から成る 1.3 Ma の海底地すべり堆積物は，そ
の挟在層準より下位のテフラ層（1.7 Ma）や，1.6 Ma に絶滅する石灰質ナノ化石を含むことか
ら，層厚 200 m 以上下位の地層が浸食され，海底面上に堆積して形成されたと推定された（図
３，論文⑥）． 
 
（３）海底地すべりと堆積盆発達の関係性 
 本課題の成果と先行研究によって求められ
た年代基準面に基づき堆積速度を算出した結
果，深層型の海底地すべり堆積物の挟在層準
とそれ以外の層準で大きな違いは認められな
かった．また，既存研究で明らかにされてい
る断層解析に基づく応力場の変遷時期とも明
瞭な関係性は見られなかった．他方，深層型
の海底地すべり堆積物は厚い泥が堆積し終わ
ったタイミングで発生しており，細粒堆積物
が厚く堆積することによる間隙水圧の上昇が
関係している可能性があり，これらの成果の
取りまとめを進めている．不整合を形成した
構造運動との関係性を合理的に説明するため
には，不整合の上下の地層の堆積時深度や最
大埋没深度，あるいは水平方向での変形に考
慮した構造運動の詳細なモデル化が必要であ
る． 
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海底地すべり岩体の起源層準 
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